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＜連絡事項＞

・庶務より、患者様の衆議院総選挙の不在者投票に関する意思確認の手続きについて連絡がありました。以前はSWで行っていましたが、今回は病棟で対応することになりました。期限は今月１７日の期限です。東SGMの机に用紙を設置します。各スタッフの受け持ちで対応してください。

＜注目患者様＞

・早川　忠　様～8/11、左上肢の脱力が疑われ、頭部CT実施。右傍側脳室に、新しいものではない小梗塞巣1ケ所見みとめられ、降圧剤（バファリン）が処方となっている。

　　　　　　　　　本日も、発語・瞳孔反射は良いが、ベットから車椅子への移乗動作できず、食事も介助要している。左上下肢の脱力は継続し、浮腫も見られています。また、仙骨部の発赤（3㎝×3㎝）があり、ベット臥床時の体位変換実施して下さい。経過観察行い、8/17（月）主治医へ報告・指示を仰いで下さい。

本日ご家族の面会あり、上記報告。急変見られた場合は連絡する事としています。

＜新入院患者様ケース検討＞

・中里　喜恵様（29歳）　　病　名：うつ病　　　病　棟：東Ｄユニット　

 入院形態：任意入院　　　主治医：川端Ｄｒ

H17年(25歳)頃、夫がﾘｽﾄﾗに遭い、経済面で悩むことが多くなる。同時期より抑うつ気分･不眠･不安感･焦燥感などの症状が出現。その後、過食･嘔吐を繰り返すようになり、H20年12月、かのはらｸﾘﾆｯｸを受診。以後同院への外来通院を継続。H21年7月上旬より希死念慮が出現。H21.8.1、22時頃に自宅内にて大量服薬(睡眠薬)を図る。翌2日、6時頃に母が倒れている本人を発見し、八戸市立市民病院救命救急ｾﾝﾀｰへ救急搬送される。H21.8.6身体状況は改善され、同院を退院。同院からは希死念慮や意欲減退などの症状は持続しており、精神科での入院治療継続を勧められていた。同院精神科は満床であり、外来も受け入れが困難であることから本人･家族が当院での治療を希望し、H21.8.11当院初診。入院が適応と判断され、同日入院。
死にたくなる気持ちが強く、将来に対する不安を話されている。本日は見守りにて入浴。シャンプー等使用されるも、問題行動は見られず。食事は、食の細さがあると話されるが、拒否なく半分以上は摂取出来ている。困った事はスタッフに相談する事、焦らずゆっくり休養する様アドバイス行っている。危険行動に移る可能性はまだあると考えられ、所在の確認を密に、対面時の様子・夜間の睡眠状況観察・自殺企図に注意しながら観察・確認を行っていきましょう。又、男性患者様の接触にも注意が必要となります。

＜業務改善案＞

・現在、隔離室入室患者様のバイタル測定も、深夜帯での測定となっていますが、安全面を考慮し、日勤帯でスタッフ人員が整ってからの実施が良いのではとの意見があり、業務遂行係中心に検討して行きます。

